
小
委
の

防
潟
紙
袋
貯
蔵
試
験
第

三

報

農農

撃

博

士

近

藤

高

太

具B

母島

土

岡

彦

て
緒

言

'
小
委
の
防
積
極
臨
袋
貯
磁
裁
厳

第
一
一
一
報

え

昭
和
八
年
六
月
以
来
.
大
原
農
業
研
究
所
に
於
て
、
容
器
と
小
奏
貯
離
と
の
閥
係
を
試
験
し
て
今
日
に
到
れ
る
が
、
昭
和
八
年
よ
り
一
一
一
ケ

年
市
販
の
二
斗
入
紙
製
穀
物
袋
〈
ク
ラ
フ
ト
紙
四
枚
重
〉
に
小
委
を
入
れ
て
貯
蔵
し
た
る
結
果
は
.
成
績
は
不
良
に
し
て
、
防
漁
性
が
乏
し

く
、
詩
め
に
貯
蹴
中
に
吸
漁
し
て
、
一
ヶ
年
以
上
の
貯
離
に
遁
せ
ざ
る
を
見
た
り
。
さ
れ
苫
此
紙
袋
に
於
て
は
、
外
部
よ
り
晶
の
侵
入
せ
る

、，J
A

U

と
と
な
く
、
震
め
に
晶
容
に
劃
し
て
安
全
な
る
を
認
め
た
り
《
農
事
研
究
第
二
五
巻

σ及
び
第
一
一
一

O
容
は
v
.
依
っ
て
次
の
賓
験
と
レ
て
、
若

し
防
漁
性
あ
る
紙
袋
を
用
ふ
れ
ば
、
防
轟
防
漁
に
よ
り
て
そ
の
結
果
は
可
怠
る
べ
し
。
そ
の
効
果
は
果
し
て
如
何
な
り
や
を
更
に
究
明
す
る

必
要
一を
認
め
た
る
放
に
、
引
き
続
き
昭
和
九
年
以
来
、

.東
京
市
品
川
直
西
大
崎
日
本
塗
紙
工
業
株
式
合
枇
製
に
し
て
、
一
一
一
貫
ク
ラ
フ
ト
紙
袋

ざ
る
も
、
漁
気
を
よ
く
防
ぎ
、
小
委
を
よ
く
乾
燥
し
て
貯
離
す
れ
ば
甚
だ
有
効
に
し
て
、

曲
学
研
究
第
二
六
巻
明
及
び
第
二
八
巻
。
v

に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
紙
一
枚
を
挿
入
し
て
、
防
漁
力
を
持
た
せ
た
る
も
の
に
小
委
を
入
れ
、
ニ
ヶ
年
貯
町
た
る
に
、
此
防
漁
紙
袋
が
完
全
な
ら

錨
貯
臓
に
弐
ぎ
て
有
効
た
る
を
認
め
た
り
。
〈
農

前
記
の
賓
験
に
よ
り
て
、
防
漁
紙
袋
を
用
ふ
る
時
は
、
小
委
の
吸
漁
も
少
く
、
再
拙
容
も
無
く
、
そ
の
効
果
大
な
る
を
認
め
た
る
故
に
、
更



-
小
寓
賓
の
防
線
紙
袋
貯
蔵
誠
騒

第
三
朗
報

回。

、
ミ

に
一
歩
堂
進
め
て
多
数
の
防
・
4

聞
紙
袋
を
用
ひ
て
、
之
に
乾
燥
小
委
を
貯
へ
、
且
O
之
を
官
同
く
積
み
上
げ
て
、
以
て
そ
の
貯
蹴
上
の
賓
際
的
効

果
を
試
験
す
る
と
と
の
必
要
る
る
を
感
じ
た
る
故
に
、
昭
和
一
二
年
産
小
萎
を
防
渦
紙
袋
に
入
れ
て
、
そ
の
賞
用
的
効
果
に
つ
き
で
試
験
し

た
り

α
0・
そ
の
時
の
防
漁
紙
袋
は
前
固
に
同
じ
く
し
て
、
日
本
塗
紙
工
業
合
祉
製
に
し
て
、
一
二

0
・
勾
及
び
ニ
0
・
時
入
、
一
二
枚
重
ね
の
ク
ラ

フ
ト
紙
と
一
震
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
紙
去
に
て
作
ら
れ
し
も
の
友
り
。
一
九
袋
に
入
れ
て
積
み
重
ね
て
、
昭
和
一
二
年
七
月
よ
り
昭
和
一
四
年
九

月
迄
ニ
ヶ
年
貯
離
し
た
る
に
、
此
時
の
貯
轍
試
験
は
前
回
の
好
成
績
に
比
較
し
て
甚
だ
不
良
た
り
き
口
師
ち
紙
袋
の
表
面
に
訟
の
穿
ち
た
る
孔

を
多
数
に
認
め
、
且
つ
袋
の
中
に
て
穀
象
は
茜
し
く
繁
殖
し
て
、
小
萎
を
蝕
害
し
た
り
。
卸
ち
此
試
験
に
行
ひ
し
紙
袋
は
前
回
に
異
hv
て
、
最

以
上
の
如
く
、
防
淑
紙
袋
は
防
滋
防
識
に
効
果
あ
る
場
合
あ
り
、
叉
左
程
の
効
果
な
き
場
合
あ
り
て
、

一
定
の
結
果
を
得
ざ
り
し
は
、
そ

象
に
劃
し
て
効
果
左
か
り
き
.
而
し
て
此
防
淑
性
も
有
効
期
間
一
ヶ
年
に
し
て
、

一
ヶ
年
以
上
に
な
れ
ば
防
漁
の
効
果
を
失
ひ
て
、
袋
の
中

の
小
菱
は
外
部
・よ
り
泊
磁
気
を
吸
牧
せ
る
を
認
め
た
り
。
従
て
小
委
の
品
質
は
悪
し
く
友
れ
り
。
只
設
に
新
に
認
め
た
る
は
‘
小
奏
を
一
九
袋

積
み
重
ね
、
且
っ
そ
の
上
に
玄
米
を
こ
袋
積
み
た
る
も
、
ニ
ヶ
年
間
十
分
に
重
躍
に
格
へ
た
る
と
と
た
り
。
師
ち
袋
の
強
力
は
十
分
な
る
と

と
を
知
れ
り
。

の
時
の
紙
質
に
よ
る
も
の
な
ら
ん
と
考
へ
、
更
に
同
合
枇
よ
り
新
に
祇
袋
を
得
て
貯
離
試
験
を
重
ぬ
る
と
と
の
必
要
な
る
を
認
め
、
設
に
昭

和
一
四
年
産
小
委
を
用
ひ
、
日
本
塗
紙
工
業
合
枇
並
に
日
本
製
袋
工
業
合
駐
の
紙
袋
を
用
ひ
て
、
昭
和
一
四
年
よ
り
貯
識
を
始
め
て
、
約
一
一
一

ヶ
年
貯
離
し
て
今
日
に
至
れ
り
。
依
て
次
に
そ
の
結
果
に
つ
き
て
報
告
せ
ん
と
す
。

二
、
貯
蔵
試
艶
の
方
法



一
、
試

料

此
試
験
に
用
ひ
し
小
委
は
、
昭
和
一
四
年
産
の
畠
聞
及
び
新
中
長
の
二
品
種
危
り
。
共
水
分
合
量
は
畠
岡
は
一

O
M、
新
中
長
は
一

0
・ニ

二
、
貯

戴

法

t
n
に
し
て
、
極
め
て
よ
く
乾
燥
せ
ら
れ
た
る
小
委
た
ち
。

貯
蔵
紙
袋
は
是
迄
の
試
験
に
用
ひ
た
る
日
本
整
紙
工
業
曾
世
裂
の
一
一
一

0
・
時
入
の
三
枚
重
心
の
ク
ラ
フ
ト
紙
に
一
貫
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
艇
を

挿
み
て
作
ら
れ
た
る
も
の
と
、
又
別
に
東
京
市
日
本
橋
区
一
丁
目
日
本
製
袋
工
業
曾
枇
製
の
二

0
・
時
入
、
ク
ラ
フ
ト
紙
袋
を
用
ひ
た
り
a

各

小
畠
置
の
防
摂
紙
袋
貯
蔵
裁
陸
軍

第
一
一
一
報

四

種
二
袋
宛
と
た
す
。

向
同
時
に
之
が
劃
照
と
し
て
ニ
斗
入
傭
と
問
斗
入
俵
盤
と
を
設
け
た
り
。
而
し
て
是
等
を
簡
易
た
る
倉
庫
に
貯
離
せ
り
。

一一一、貯

戴

開

始

昭
和
一
四
年
八
月
に
貯
蔵
を
開
始
し
て
今
日
に
至
る
。

凶
、
封

照

貯
蔵
小
委
の
比
較
封
照
と
し
て
、
昭
和
一
七
年
六
月
に
牧
醸
せ
し
新
小
委
畠
聞
及
び
新
中
長
に
つ
き
で
調
官
併
せ
り
。

三
、
貯
蔵

の

結

果

昭
和
一
七
年
五
月
に
貯
蹴
の
結
果
を
調
査
し
た
り
。
牧
礎
後
浦
一
一
一
ヶ
年
の
貯
蹴
小
委
と
云
ふ
ぺ
し
・
調
査
の
結
果
は
共
の
如
し
・

て
小
委
の
外
観
及
姦
害
の
程
度



小
国
賓
の
防
相
側
紙
袋
貯
蔵
試
駿

小
委
の
外
観
及
び
掻
害
歩
合
は
第
一
表
の
如
じ
。

第
三
穣

鰭
の
内
へ
は
害
過
の
無
き
筈
な
る
も
、
貯
離
開
始
が
八
月
・
な
り

し
放
に
、
牧
穫
よ
り
貯
賦
迄
の
聞
に
害
惑
が
小
委
粒
に
産
卵
せ
し

も
の
・
な
る
べ
く
‘
若
干
の
轟
害
を
認
め
た
り
。
而
し
て
主
と
し
て

匹
、
乞
蝕
寄
せ
り
。
そ
の
銭
は
ノ
シ
メ
コ
ク
ガ
が
主
た
る
も
の
に
し

て
、
稀
に
穀
象
を
聾
見
し
た
り
。

第
一
表
に
よ
り
て
、
鐘
と
紙
袋
と
を
比
較
す
る
に
、
そ
の
聞
に

最
寄
歩
合
に
差
異
な
き
が
放
に
、
此
二
種
の
紙
袋
は
共
に
害
畠
が

外
よ
り
侵
入
す
る
に
劃
し
て
、
十
分
に
防
禦
カ
色
る
を
認
む
る
な

り
。
少
数
の
轟
害
あ
る
は
、
纏
と
同
じ
く
始
よ
り
袋
の
中
の
小
萎

四

小委の外観及論客歩合

量| 貯蔵法 ! d、望E の 外 観
歩合

'‘ 鍵 色津俊朕等何等異欽なL 4.5 
畠 俵

色得に奥依然きもlRiの鐙警に 9.0 
か』れるもの多し

紙袋 I 色貯湾住朕に何等異J!Xなし 鍵 2.8 
事Eに同じ . 

会 E 全 上 2.2 

回 全 E 全 上 4.3 

全 IV 全 上 4.3 
一一一 ー

" 
色調申懲奴に製紙無し 1.3 

新 俵 色得に奥奴なけれ醤ど怪多の織審 16.8 
にか Lれるものだ L 

紙袋 I 色湾住朕に異朕無し 0.7 
申

全 E 全 上 0.8 

E量 会 E 全 上 ]，，0 

全 IV 全 上 0.3 

紙袋 1.1・・・日本墜紙工業曾枇製

E・IV'"日本製袋工業曾枇製

に
盆
卵
が
潜
着
せ
し
に
よ
る
べ
く
、
袋
の
外
よ
り
の
侵
入
に
は
あ

、，J
、』，

ら
ざ
る
な
り
。
か
く
防
掻
の
離
よ
り
す
れ
ば
、
前
の
試
融
ゆ
刊
に
於
て
、
紙
袋
が
防
掻
の
効
果
あ
る
を
認
め
た
る
に
一
致
す
る
た
り
。
し
か
も

此
試
験
は
約
三
ヶ
年
に
亙
り
た
る
が
故
に
、
防
患
の
効
果
た
し
と
す
れ
ば
、
強
が
紙
袋
を
破
り
て
侵
入
す
べ
き
た
ら
ん
も
、
そ
の
模
様
を
認
め

、J
、J

4r・
前
に
記
せ
し
如
く
第
三
回
の
試
験
。
。
に
於
て
.
は
防
患
の
効
果
織
か
り
し
は
、
紙
質
又
は
そ
の
製
法
方
法
に
於
て
快
陥
あ
り
し
に
よ
る

第一表

.べ
き
か
.
第
一
表
に
よ
れ
ば
俵
装
に
於
て
は
議
害
歩
合
は
大
た
り
き
。
と
れ
掻
は
依
接
に
於
て
は
自
由
に
侵
入
し
縛
る
が
故
た
り
。
要
之
紙

袋
は
曜
と
同
じ
く
肪
晶
カ
あ
り
て
‘
値
に
比
し
て
大
に
効
果
あ
る
と
と
明
か
た
り
と
云
ふ
ベ
し
e



紙袋

共
に
小
萎
の
外
観
を
記
せ
ば
、
蟻
並
に
紙
袋
に
貯
離
せ
し
も
の
は
、
共
に
色
湾
、
性
般
に
於
て
何
等
異
献
を
認
め
守
し
て
、
新
小
委
に
異

ら
や
・
叉
俵
載
に
で
貯
へ
し
も
の
も
、
匹
が
還
に
蝕
害
さ
れ
た
る
も
色
津
に
は
異
常
ゑ
か
り
き
.
始
め
よ
く
乾
燥
せ
ら
れ
し
小
萎
怠
る
が
故

• 
に
、
色
樺
性
蹴
に
異
欣
友
〈
、
良
く
貯
へ
ら
れ
し
も
の
た
ら
ん
.

二
、
水

分
.
合

量

貯
離
小
萎
の
水
分
含
量
を
測
定
し
た
る
結
果
は
第
二
去
の
如
し
。
紙
袋
貯
離
の
も
の
は
錨
貯
離
に

比
し
て
、
少
し
く
水
分
は
多
き
が
故
に
、
貯
蹴
中
に
吸
漁
せ
し
と
と
明
か
な
り
。
さ
れ
ど
そ
の
吸
漁

の
限
度
は
組
め
て
傑
少
な
り
。
日
本
・
塗
紙
合
枇
製
の
も
の
は
日
本
型
袋
品
開
枇
製
に
比
し
て
、
防
漁
力

大
に
し
て
、
貯
蹴
袋
と
し
て
は
よ
り
有
殺
な
り
と
云
ふ
ペ
し
・

依
袋
貯
蔵
の
も
の
は
、
そ
の
吸
・
』
酬
は
大
に
し
て
、
貯
離
中
に
一
一
一
・
五
%
l
四
・
二
%
の
水
分
を
増
加

じ
た
り
。
此
依
接
に
比
す
れ
ば
、
紙
袋
貯
蔵
の
結
果
は
極
め
て
良
好
な
り
と
云
ふ
ぺ
し
・

要
之
、
日
本
塗
紙
合
枇
製
の
よ
ま
防
機
紙
袋
を
用
ふ
れ
ば
、
小
窓
会
堂
防
漁
且
つ
防
温
欣
態
に
し
、

良
好
に
貯
蔵
し
得
る
を
知
る
た
り
・

一
一
一
、
容
積
麗
及
穀
比
飛

-
弐
に
貯
磁
小
委
の
容
積
重
並
に
穀
比
重
を
測
定
し
た
る
結
果
は
第
一
一
一
表
の
如
し
。

貯戴小委の水合分量第二表

昭和 17年 5周測定

鍵

% 

10.0 

10.2 

第
三
表
に
よ
れ
ば
、
容
積
重
は
鏑
貯
裁
に
於
て
最
も
大
た
り
。
と
れ
小
萎
が
良
好
の
吠
態
に
貯
へ
ら
れ
た
る
が
放
な
り
。
而
し
て
紙
袋

I

百
皿袋紙官

且袋紙

，.. 
12.7 

11.8 

% 

11.6 

11.3 LJ21 

俵

。
ゐ
叩
，

値

w
n
h
q
u

噌
ム
噌
よ

小
畠
賓
の
防
糠
紙
袋
貯
a
R
H訊
陸
軍

第一一一領

E
は
殆
ん
ど
鏑
貯
蔵
に
等
し
き
円
少
し
く
小
な
れ
ど
V

が
放
に
、
鐘
に
殆
ん
ど
同
じ
紙
態
に
て
完
全
に
貯
蔵
せ
ら
れ
し
を
認
む
る
た
り
。
袋

四



小
委
の
防
巌
紙
袋
貯
蔵
試
験

貯蹴小委事の容積重及比重

事 鐙 工紙袋II叩 i紙袋1I紙袋IV

容 t居|畠困|町 79.2 81.2 81.2. 80.6 80.6 

新申長 78.2 75.9 78.0 '78.0 77.7 77.7 

畠 田 135.3 135.0 135.0 135.0 
殺比重

新中長 129.8 1 128.1 1泊.8 129.8 129.8 129.8 

第三 表

第
三
報

問
問

E
Wに
於
て
少
し
く
容
積
重
は
小
友
り
。
怯
装
に
て
貯
蔵
せ
し
小
奈
は
、
そ
の
容
積
軍
が
著
し
く
小

な
り
。
と
れ
最
寄
吸
滋
に
伴
ふ
品
質
の
悪
費
に
よ
る
結
果
去
り
。

叉
穀
比
重
の
費
化
を
見
る
に
、
鍍
貯
臓
の
小
菱
に
於
て
最
大
に
し
て
、
紙
袋
貯
離
の
小
萎
は
殆
ん

E
之
に
同
じ
。
俵
接
小
事
費
は
前
両
者
に
比
し
て
少
し
く
劣
れ
り
。
穀
比
重

(

同

市

-
2
0ロ
鳴
門
司
同
門

E
V
は

穀
物
の
品
質
を
よ
く
表
現
す
と
云
へ
る
が
、
蟻
及
紙
袋
の
小
葬
の
穀
比
重
は
殆
ん
ど
同
じ
き
は
、
そ

の
内
容
広
於
て
差
異
友
き
を
示
し
、
依
装
に
於
て
品
質
の
柑
劣
れ
る
を
示
し
た
る
な
り
。

故
に
穀
比
重
と
し
て
現
は
し
た
る
は
、
プ
ラ
ウ
ヱ
ル
容
積
重
測
定
器
一
を
用
ひ
て
、

般比重・・・水の比重を1∞としたる比敢なり

一
五

O
gを
測

り
て
、
測
容
管
中
に
強
め
五

O
M
の
ア
ル
コ
ー
ル
博
液
を
入
れ
置
き
た
る
も
の
L
中
へ
二
五

O
g
の

小
窓
会
を
落
し
込
み
て
、
そ
の
ア
ル
コ
ー
ル
溶
液
の
上
昇
を
見
て
、
小
委
の
容
積
m
を
出
し
、
此
容
積
と

一
五

O
g
と
よ
り
比
重
を
算
出
し
た
る
も
の
友
り
。
さ
れ
ば
数
粒
の
比
重
に
あ
ら
や
ん
で
、
相
官
量
の

小
委
を
以
て
測
定
せ
し
比
東
と
一
五
ふ
べ
し
。
捕
逸
に
於
て

8
2
5
M円
z
a
p
-
n
Eと
言
は
守
し
て

出
品
吉
宮
市
町
三
円
宮
〈
民
の
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
重
を
同
に
て
去
は
す

Y
と
栴
す
る
も
の
友
り
。
而
し
て

前
去
に
於
て
穀
比
重
と
せ
し
は
、
水
の
比
重
を
一

O
Oと
し
た
る
比
教
を
以
て
現
は
し
た
り
。

比
重
は
粒
の
本
質
を
現
は
す
も
の
た
る
が
、
容
積
重
は
粒
の
本
質
の
み
な
ら
や
表
面
の
性
般
に
よ

一
定
容
量
中
に
多
く
の
粒
が
這
入
る
や
否
ゃ
に
関
係
す
る
友
り
。
よ
っ
て
雨
者
を
比
較
す
れ

り
て
、

ば
、
小
委
の
製
粉
に
闘
し
て
は
粒
の
本
質
の
み
が
閥
興
し
て
、
粒
面
の
性
献
は
之
に
閥
興
せ
や
。
故
に



貰
質
を
一
不
す
に
は
比
重
に
よ
る
を
可
と
す
れ
ど
も
、
粒
の
賓
質
の
み
ゑ
ら
守
、
外
部
性

肢
を
も
現
は
す
に
は
容
積
重
を
以
て
現
は
す
を
可
た
り
と
す
。
而
し
て
右
の
試
験
に
於

て
は
、
容
積
重
は
試
料
聞
に
於
て
大
訟
る
差
異
を
示
し
た
れ
ど
、
設
比
震
に
撃
」
は
俵

拍
車
一
を
除
き
て
は
殆
ん
ど
差
異
ら
し
き
も
の
を
認
め
ざ
り
き
。

問
、
強

芽

合

歩

貯
離
小
奏
を
五
月
九
日
に
置
床
し
て
、
そ
の
費
芽
歩
合
を
検
定
し
た
り
、
始
め
試
料

生
0
・
一
%
の
ウ
ス
プ
ル
シ
溶
液
に
二

0
分
間
浸
し
た
る
後
に
洗
ひ
て
、
飽
和
水
分
量

の
七
O
d
w
の
水
分
を
含
み
央
る
川
砂
を
床
と
し
て
之
に
置
床
し
、
一

0
日
間
、
揖
氏
一
五

ー
ご
二
度
の
硬
化
せ
る
室
温
に
置
き
た
り
。
そ
の
結
果
費
芽
歩
合
は
第
四
表
の
如
し
。

第
四
表
に
よ
れ
ば
、
島
問
小
奏
は
鏑
貯
臓
に
於
て
最
も
殻
芽
力
強
し
。
之
に
次
ぎ
て

紙
袋

E
、
町
は
良
好
に
し
て
錯
貯
臓
に
異
ら
や
。
紙
袋

I
、

E
に
於
て
は
多
少
劣
れ
る

も
、
尚
登
芽
良
好
な
り
。
依
装
貯
離
に
於

τは
護
芽
カ
著
し
く
劣
れ
り
。

新
中
長
に
つ
き
て
見
る
に
、
紙
袋

I
、

E
、

E
、
W
共
に
費
芽
良
好
去
り
。
故
に
よ

く
貯
蔵
せ
ら
れ
た
る
を
認
む
。
鏡
貯
蹴
に
於
て
は
楠
劣
れ
る
を
見
る
は
、
共
原
閃
明
か

友
ら
占
r
。
依
袋
に
於
て
は
他
に
比
し
て
護
芽
力
表
へ
た
る
乞
認
む
。

第
四
表
を
通
費
す
る
に
、
此
貯
戴
小
萎
は
桐
れ
も
向
よ
く
費
芽
カ
佐
保
持
し
て
、
何
慨

小
皿
賓
の
防
線
紙
袋
貯
蔵
誠
駿

第
一
-
一線

貯 繭 小 委 の 殻 芽 歩合第 [JLj表

戸司紙袋1V
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小
町
置
の
防
課
紙
袋
貯
蔵
試
騒
第
↑
一
一
回
報

め
て
良
好
に
貯
戴
せ
ら
れ
た
り
。
俵
聾
貯
蔵
に
於
て
も
、
向
良
好
の
吠
態
に
あ
り
と
云
ふ
べ

.
し
・
か
く
蛮
芽
カ
乞
よ
く
保
持
せ
る
は
、
小
指
賓
が
賢
質
的
に
極
め
て
良
好
に
貯
離
せ
ら
れ
た

る
を
示
す
た
り
。
而
し
て
そ
の
原
因
は
、
最
初
小
萎
が
極
め
て
よ
く
乾
燥
せ
ら
れ
し
に
因
る

た
り
。
俵
控
貯
蔵
も
議
害
な
か
り
せ
ば
、
た
と
ひ
吸
掃
し
た
る
も
、
向
貰
質
的
に
相
官
多
く

の
曹
芽
力
を
保
持
し
て
、
良
好
の
献
態
に
あ
り
し
を
認
む
る
な
り
。

五
、
製

粉

歩

A n 

同

O
O
g
の
小
萎
を
採
り
、
之
に
公
式
に
よ
り
て
水
分
を
添
加
し
て
、
そ
の
水
分
合
量
を

一
四
%
に
た
し
た
る
上
製
粉
し
て
、
此
製
粉
量
が
元
の
小
萎
の
震
量
に
劃
し
て
鶴
%
に
首
る

か
錬を
貯算
蹴出
のし
小た
ヨ寄 る
のな
製り
粉.

歩そ
合の
が結
最呆
も製
大粉
1t 歩
り合
き及
。 そ

紙の
袋粉
I の
町、外
且観
も は
錬1tr

忠宣
刀 E 表
ら
ぬの
..lb.如
えし
J:l ・9

1t 
り。

E
、
町
は
少
し
〈
劣
れ
h
v
。
怯
装
貯
離
に
於
て
最
も
劣
れ
り
。
小
萎
粉
の
色
は
何
れ
も
友
白

色
に
し
て
、
試
料
聞
に
差
異
と
し
て
認
む
べ
き
も
の
な
し
・
要
す
る
に
鱗
貯
臓
に
す
れ
ば
製

掛
歩
合
最
も
犬
た
り
。
紙
袋
に
で
も

I
、

E
な
ら
ば
裳
支
た
し
・
俵
控
貯
蔵
に
於
て
は
他
に

比
し
て
劣
れ
る
を
認
む
。
新
小
相
公
は
却
っ
て
製
粉
歩
合
は
少
し
。
粉
の
色
は
微
am
に
黄
色
を

帯
び
た
る
白
色
な
り
。

，、

委
粉
([)、

敷

量

四
六

貯菰小萎の製粉歩合及び小委事粉の色

事 項 鎌 俵 紙袋 II紙袋E 紙袋E 紙袋町. 

製粉歩合:1回4 田816941ぬ8 6'7.4 68.1 
畠 田

粉の色灰白色 双白色灰白色灰白 色 灰白色 双白色

製…引 685|町 2 6861肱5l671leo新申長
粉の色灰白色灰白色 灰白色灰白色灰白色 灰白色

第五衰

新小委 畠田は64.5%新中長は65.5%雨者共微黄色を帯びたる白色

I.I…日本塗紙製 m.rv…日本製袋製

茨白骨・・LovibondTintometerにて叫Orange+O.3Yellowに相嘗せり



小
委
粉
二
五

g
に
つ
き
て
常
法
に
よ
り
操
獄
量
並
に
乾
耕
量
を
求
め
た
り
。
そ
の
歎
質
の
歩

合
は
第
六
表
の
如
し
・

第
六
表
に
於
て
は
、
貯
蹴
小
委
の
歎
量
に
就
て
は
試
料
聞
に
確
賓
な
る
裳
異
を
認
め
歩
。
従

。
て
小
菱
粉
の
性
質
上
に
は
未
だ
著
し
き
差
異
を
生
ぜ
ざ
る
も
の
と
云
ふ
ペ
し
。
換
言
す
れ
ば
、

何
れ
の
貯
蔵
法
に
よ
る
も
、
そ
の
小
萎
粉
の
性
質
に
於
て
未
だ
同
じ
。
新
小
萎
は
雨
品
種
共
に

そ
の
数
量
多
し
・
貯
蹴
小
萎
と
の
差
異
の
犬
た
る
は
‘
貯
臓
に
仲
ふ
減
少
か
、
或
は
新
古
の
試

料
に
於
け
る
差
異
た
る
か
判
定
し
得
ざ
る
も
、
試
料
の
発
異
に
基
く
も
の
が
主
た
ら
ん
。

七
、
麺

艶

性

小
菱
粉
一

o
o
gを
用
ひ
て
常
法
に
よ
り
麺
品
開
b
L
作
り
て
、
北
ハ
麺
鶴
の
形
紙
、
犬
さ
、
色
、

断
面
の
組
織
、
食
味
等
を
検
定
し
た
り
。
五
回
反
覆
試
験
の
結
果
は
第
七
衰
の
如
し
・

第
七
表
に
よ
れ
ば
、
麺
艶
性
は
、
錬
貯
蔵
に
於
て
は
最
良
な
り
。
依
装
貯
蔵
の
も
の
は
最
も

悪
し
・紙

袋
に
入
れ
し
小
委
は
錨
に
次
ぎ
て
良
野
ゑ
り
。
特
に

I
、

E
に
於
て
良
好
な
り
。
よ
っ
て

鑑
に
貯
へ
し
小
委
は
勿
論
、
紙
袋
に
貯
へ
し
小
姿
も
麺
捕
と
な
す
性
質
に
就
て
は
、
一
戸
ア
ゲ
年
貯

蹴
後
と
難
も
良
好
た
り
と
云
ふ
べ
し
。
只
依
監
に
て
貯
へ
し
も
の
に
於
て
は
、
梢
々
劣
れ
る
を

認
む
。
但
し
食
味
に
於
て
は
差
支
た
か
り
き
。
，新
小
萎
に
て
麺
拍
b
L
作・
9
し
に
、
貯
蹴
小
婆
に

小
委
の
防
調
関
紙
袋
貯
蔵
試
厳

第
三
織

量

品種 | E匡 項 鎌 | 俵 |紙袋1I袋紙Ei紙袋mj紙袋1V

省|省I~: I 鴨鍋 I~27.4 I 27.3 I 27.4 I 27.4 I 27.1 I 'Zl.2 
E亀

事EI定歩合 9.0 I 8.7 I 8.8 I 9.1 I 8.9 I 8.8 

231ぅ;|23.4 
新申長 軍E署員歩合 7.8 7.7 I 7.3 7.4 

数のヨ毎轍貯第六表

阿
七

新d、委 畠田の書聖書長は担.6%，事E霊長は11%'、新中長の積霊長は31.3%，軍E霊長は9.9%，

r . (..・日本塗紙製 1I.1V"・日本製袋製



小
委
の
防
禄
紙
袋
貯
姥
試
駿

第
一
一
一
報

貯賊小委の麺麹性

法 l容 積 1形状| 色 !組織|食味| 奥

鍵 良 黄白色 上 良 一
畠 俵 " 微灰色 申 " 徴悪臭

紙 袋 332 " 黄白色 精粗 " 一
紙 袋 E 337 " " " " 一
紙 袋 E 328 " 

骨

" " 一
田 紙 袋 IV 336 " " " " 一

新 d、 委 364 " 微黄白色 上 " 一

鍵 お5 良 黄白色 上 良

新 俵 310 " 微 灰 色 申 曹 微思臭

紙 袋 323 " 黄 白 色 精粗 骨 一
申 紙 袋 E 325 . " " " " 一

紙 袋 E 317 " " " " 
長 紙 袋 IV 313 11 " 11 

新 d、 書~ I 344 町 上 11 一

第七表

岡

八

比
し
て
多
少
そ
の
容
積
が
犬
た
る
と
、
組
織
も
良
き
と
の
差

異
あ
れ

E
、
新
古
試
料
の
業
異
も
犬
に
聞
係
あ
る
べ
し
・
食

味
に
闘
し
で
は
左
程
の
建
具
を
認
め
や
。

八
、
麹

保

性

小
委
粉
一

o
o
g
k用
ひ
て
観
簡
を
作
ー
り
、
そ
の
色
、

臭
、
食
味
、
伸
度
を
検
定
し
た
り
。
仲
度
は
麺
僚
を
手
に
て

聴
く
持
ち
て
、
物
指
に
滑
ひ
て
引
き
仲
し
、
切
れ
た
る
時
の

)[，IV...日本製袋製

長
さ
を
測
り
て
、
元
の
長
さ
の
倍
数
を
以
て
表
は
せ
hv。
麺

僚
の
元
の
長
さ
を
ニ

omと
す
。
右
測
定
の
結
果
は
第
八
表

の
如
し
。

第
八
去
に
よ
れ
ば
、
各
試
料
共
に
良
好
・
な
る
観
鈍
を
作
る

1，1...日本塗紙型

と
と
を
得
た
り
。
只
俵
装
貯
臓
の
小
委
は
多
少
劣
れ
る
が
如

し
。
又
紙
袋
に
於
て
は

I
、

E
が

E
、
W
よ
り
も
聴
か
良
好

た
る
が
如
し
・

新
小
萎
に
て
祖
師
生
作
り
し
に
そ
の
色
、
臭
、
食
味
に
於

て
貯
誠
小
委
と
の
聞
に
差
異
た
し
。
只
新
小
委
の
仲
度
が
大



な
る
が
如
し
。
さ
れ
ど
値
鈍
と
し
て
食
用
す
る
に
は
、
鎌
及

紙
袋
貯
離
の
三
年
小
委
が
何
等
差
支
な
し
と
云
ふ
ぺ
し
・

園
、
考

察

、. 

米
安
貯
離
用
と
し
て
紙
袋
の
効
果
如
何
を
昭
和
八
年
来
研

究
し
た
る
が
、
或
る
場
合
に
は
防
虫
、
防
漁
の
効
果
を
認
め
た

る
も
、
他
の
場
合
に
は
左
程
の
効
果
な
き
を
認
め
て
結
果
が

一
致
せ
ざ
る
が
故
に
、
拾
に
新
に
貰
験
を
繰
り
返
し
た
る
に
、

此
試
験
に
於
て
は
紙
袋
は
極
め
て
有
効
に
し
て
、
防
車
拙
は
完

金
念
る
の
み
な
ら
や
、
防
漁
も
相
官
の
効
果
あ
り
て
、
鏑
貯
離

に
近
似
の
良
結
果
を
得
た
り
。
鏑
貯
蔵
が
理
想
的
貯
蹴
法
な

る
は
、
既
に
著
者
等
の
是
迄
の
数
多
の
研
究
に
よ
り
て
明
か

貯蔵小萎の鈍観@性飲

品穣 貯厳法 色 奥 f府目E

鎗 自 色 良好 良好 1.臼

畠 俵 精灰白色 " h 1.49 

紙 袋 白 色 " 曽 1.52 

紙 袋 E " h 

" 1.49 

' 紙 袋 E 持 1/ 

" 1.49 
田 紙 袋 lV 開 h 11 1.00 

新 d、ヨE " " 開 1.61 

鐘 白 色 良好 良好 1.54 

新 俵 " h 

" 1.回

紙 袋 " 
開 " 1.53 

申 紙 袋 E " h " 1.日

紙 袋 E " " " ].49 
長 紙 袋 lV ' " " 1.48 

新 d、褒 " 
骨

" 1.59 

E・IV...日本製袋製

第八表

I.I.・・日本塗紙製

な
る
所
な
る
が
、
完
全
な
る
紙
袋
も
鑑
貯
離
に
共
ぎ
て
極
め
て
良
好
な
る
貯
蹴
容
器
た
る
を
知
る
た
り
。
而
し
て
貯
蔵
小
委
と
封
胤
に
供
せ

し
新
小
委
と
は
、
そ
の
生
産
年
度
の
異
る
錆
め
に
試
料
上
に
差
異
る
る
が
故
に
、
比
較
し
得
ざ
る
も
、
一
ニ
ヶ
年
貯
離
の
錨
及
祇
袋

I
、
E
の

小
書
賓
と
新
小
委
と
の
聞
に
は
麺
鶴
怪
に
於
て
、
又
姐
鈍
性
に
於
て
食
用
上
の
差
異
な
き
が
放
に
、
鍵
及
紙
袋

i
、
E
の
貯
離
は
成
功
な
り
と

云
ふ
ベ
し
・

小
委
の
防
線
紙
袋
貯
蔵
誠
駿

第
三
銀

四
九



小
委
の
防
週
間
紙
袋
貯
蔵
説
破

第
一
}
一
般

五
0 

新
小
委
が
貯
蔵
小
委
に
比
し
て
製
粉
歩
合
が
却
っ
て
小
た
り
し
は
そ
の
原
因
明
か
な
ら
や
，
。
新
小
萎
に
於
て
獄
量
が
古
小
萎
よ
り
も
多
か

り
し
は
、
恐
ら
く
そ
の
試
料
差
具
に
因
る
友
ら
ん
。

、，J
、，J

1
ノ

O
V咽
a

・

紙
袋
も
、
そ
の
紙
質
に
よ
り
或
は
製
造
元
に
よ
り
て
そ
の
効
果
に
差
異
あ
る
べ
き
は
営
然
推
察
し
得
る
底
た
り
・
以
前
の
試
験
。

οο
に

於
て
結
果
の
一
致
せ
ざ
る
場
合
あ
り
し
は
之
が
篇
め
な
り
。
此
試
験
に
於
て
も
、
紙
袋

I
、
E
は
E
W
K比
し
て
効
果
の
優
れ
る
を
認
め
た

り
。
普
通
慣
行
の
如
く
俵
畿
に
て
貯
叫
概
す
る
時
は
、
小
委
は
貯
蔵
中
に
吸
漁
し
‘
議
の
侵
害
を
受
け
、
叉
そ
の
小
婆
粉
よ
り
作
り
し
麺
艶
及

ぴ
麺
僚
も
共
品
質
梢
劣
れ
る
た
り
。

此
貯
蹴
試
験
の
結
果
、
三
ヶ
年
・
を
魁
た
る
に
.
何
れ
の
貯
械
法
に
於
て
も
、
小
委
は
良
好
に
保
存
せ
ら
れ
、
俵
畿
に
於
て
も
普
通
に
見
る

が
如
き
小
委
に
あ
ら
守
し
て
良
好
な
り
き
。
か
く
の
如
く
良
好
に
貯
蹴
せ
ら
れ
し
は
、
小
菱
が
営
初
良
好
の
品
質
に
し
て
、
且
水
分
が
一

O

dn
に
迄
よ
く
乾
燥
せ
ら
れ
し
に
よ
る
た
り
。
若
し
水
分
が
一
四
dn
の
如
き
小
菱
な
る
時
は
、
鎖
、
紙
袋
、
俵
を
通
じ
て
貯
磁
の
結
果
は
悪
し

か
り
し
た
る
べ
し
・

要
之
、
小
萎
を
良
好
紙
態
に
て
敷
ヶ
年
貯
離
せ
ん
と
す
る
に
は
、
小
委
を
水
分
一

o
u
wに
迄
乾
燥
し
て
、
餓
に
密
封
す
れ
ば
、
最
も
安
全

た
る
は
勿
論
な
る
が
、
良
質
の
防
措
紙
袋
を
用
ふ
る
時
も
、
鏡
に
近
似
の
良
結
果
を
得
、
殻
芽
力
を
ば
完
全
に
保
持
す
る
た
り
。

白
リ

只
此
際
水
分
注
一

o
u
wに
迄
乾
燥
す
る
と
と
の
必
要
た
り
や
否
色
は
、
此
賓
試
に
て
は
確
定
し
得
ざ
石
も
、
首
所
に
於
て
中
樺
氏
。
が
昭

和
八
年
産
小
委
を
同
年
六
月
よ
り
貯
蹴
し
て
昭
和
一
一
年
八
月
迄
三
ヶ
年
貯
離
し
だ
る
に
、
蛾
貯
識
に
於
て
水
分
一

o
d
w及
び
二
一
%
の
小

-
萎
な
ら
ば
、
貯
蹴
中
何
等
の
悪
副
理
も
な
く
、
最
も
有
効
な
り
。
水
分
一
四
%
に
て
は
相
官
の
悪
費
一
を
菟
れ
や
、
水
分
一
六
%
の
も
の
は
結
果

甚
だ
不
良
た
る
を
見
た
り
。
此
試
験
に
よ
る
も
、
小
委
を
水
分
一
二
%
に
迄
乾
か
せ
ば
三
ヶ
年
安
全
に
貯
離
し
得
る
佐
知
る
た
り
。
よ
っ
て



一
二
dw
の
程
度
な
ら
ば
錐
に
於
て
も
、
叉
紙
袋
に
於
て
も
効
果
あ
り
と
一
五
ふ
べ
じ
。
勿
論
此
水
分
限
度
は
貯
蹴
温
度
に
勝
保
あ
る
は
云
ふ
迄

も
な
く
し
て
、
岡
山
臓
の
気
候
に
於
て
貯
離
せ
し
結
果
な
る
故
に
、
と
れ
以
北
に
て
夏
期
が
低
温
な
る
地
方
に
於
て
は
、
小
委
の
水
分
は
向

多
少
多
く
な
る
も
差
支
な
く
、
反
封
に
岡
山
膝
下
よ
り
更
に
高
温
の
地
方
に
貯
蔵
す
る
矯
め
に
は
、
向
水
分
を
減
や
ぺ
し
・
そ
の
温
度
と
水
分

、，J
、，J
、B

J

、.J

8
4
6
8
 

と
の
閥
係
に
つ
き
で
は
別
に
賓
臆
く
〈
〈
く
し
た
る
が
、
偲
り
に
貯
械
温
度
が
揖
氏
二

O
度
又
は
そ
れ
以
下
な
る
時
は
、
小
事
貨
の
水
分
が
一

一
二
%
に
で
も
ニ
ヶ
年
は
安
全
に
貯
蹴
し
得
ぺ
く
、
又
温
度
が
一
五
度
又
は
そ
れ
以
下
た
る
時
は
、
小
奏
の
水
分
が
二
ニ
%
に
て
三
ヶ
年
、
水

分
一
五
dw
に
で
も
一
ヶ
年
牛
は
貯
離
し
得
る
な
り
。
依
っ
て
前
記
の
紙
袋
貯
蔵
に
於
て
も
、
自
然
温
よ
り
も
夏
季
の
問
低
温
に
傑
ち
得
る
な
ら

ば
、
水
分
は
二
一
必
よ
り
も
多
て
な
る
も
貯
蔵
に
差
支
な
し
と
云
ふ
ぺ
し
・
そ
の
程
度
は
温
度
に
よ
る
べ
し
・
要
す
る
に
防
漁
紙
袋
を
用
ふ

る
時
、
之
を
夏
季
低
温
に
貯
へ
得
る
な
ら
ば
、
漏
り
晶
容
に
封
し
て
安
全
な
る
の
み
な
ら
や
、
そ
の
品
質
の
費
化
を
も
十
分
に
防
止
し
得
て
、

長
期
貯
蹴
の
目
的
を
遣
す
ぺ
し
・

小
置
胃
の
防
腐
紙
袋
貯
蔵
試
厳

第
三
一
磁

五

最
後
に
考
察
す
べ
き
は
紙
袋
の
賞
用
的
償
値
な
り
。
之
宮
依
袋
、
川
町
及
麻
袋
に
比
較
す
る
に
、
防
場
、
防
踏
の
二
結
に
於
て
三
者
よ
り
も

甚
だ
優
秀
な
る
長
所
を
有
す
。
又
之
を
二

O
俵
積
み
東
ぬ
る
も
決
し
て
破
損
す
る
と
と
な
し
。
さ
れ
ば
貯
穀
袋
と
し
て
極
め
て
遁
賞
す
る
と

と
明
か
な
り
。
只
之
を
汽
車
・
汽
船
或
は
車
馬
に
て
運
搬
す
る
時
、
そ
の
取
り
扱
ひ
上
破
損
す
る
と
と
無
き
や
否
や
の
問
題
な
り
。
紙
袋
を

セ
メ
ン
ト
或
は
石
友
宝
議
の
包
接
と
な
す
も
、
運
搬
上
今
日
何
等
破
損
せ
ざ
る
と
と
よ
り
考
ふ
れ
ば
、
穀
物
を
入
る
L
も
差
支
な
し
と
見
る

も
誤
な
か
ら
ん
。
只
従
来
の
習
慣
と
し
て
、
穀
物
を
運
搬
す
る
時
は
、
怯
.
夙
、
麻
袋
に
鈎
を
打
ち
立
て
、
或
は
サ
シ
を
-
挿
入
し
て
試
料
を

抽
出
す
る
と
と
頻
繁
に
行
は
る
。
詩
め
に
.
依
、
呪
、
麻
袋
等
に
於
て
も
掩
失
ず
る
穀
量
少
か
ら
占
y
。
若
し
之
を
紙
袋
に
就
き
て
も
同
様
に

行
ふ
と
と
あ
り
と
せ
ん
か
.
袋
は
破
損
し
て
穀
物
の
洩
失
す
る
と
と
依
、
吸
、
麻
袋
の
比
に
あ
ら
や
，
よ
う
て
此
脅
慣
を
改
め
ざ
る
ペ
か
ら



小
委
の
防
漏
紙
袋
貯
建
議
厳

第一一一風間

白玉

占
y
・
内
容
槍
査
の
必
要
あ
る
時
は
、
少
数
の
袋
を
濯
び
て
、
そ
の
口
を
聞
き
て
検
査
す
る
か
、
或
は
多
量
の
穀
物
な
る
時
は
袋
の
口
を
縫
ふ

前
に
、
開
口
の
俊
検
奈
し
て
直
ち
に
縫
ひ
て
封
十
べ
し
。
而
し
て
運
搬
に
鈎
を
用
ひ
、
或
は
中
途
に
検
奈
の
矯
め
サ
シ
を
挿
入
す
る
と
と
無

き
や
う
に
す
べ
し
。
か
く
す
れ
ば
紙
袋
に
て
運
搬
す
る
と
と
義
支
な
か
る
べ
し
1

建
る
賓
際
問
題
は
そ
の
製
法
費
及
び
再
利
用
の
途
な
り
。
依
、
川
町
、
麻
袋
に
比

L
て
比
較
的
経
費
少
〈
且
つ
再
用
の
途
あ
れ
ば
可
た
る
が

そ
れ
に
開
し
て
は
著
者
等
何
等
調
査
し
た
る
と
と
た
し
・
只
是
迄
セ
メ
シ
ト
袋
は
一
度
用
ひ
た
る
後
に
、
他
の
色
々
の
用
途
に
於
て
再
用
せ

ら
る
L
が
故
に
、
数
物
を
入
れ
た
る
袋
も
之
を
破
損
せ
ざ
る
限
h
v
、
再
用
の
途
あ
り
と
推
察
し
得
る
な
り
。

玉
、
摘

要

一
、
防
漁
防
描
紙
袋
を
刷
ひ
て
、
以
前
二
回
小
事
実
の
貯
蔵
試
験
を
行
ひ
た
る
に
・
そ
の
効
果
に
就
き
て
一
致
を
献
き
た
り
。
依
っ
て
繰
り
返

し
て
試
験
を
行
ふ
と
と
の
必
要
を
認
め
、
新
に
昭
和
一
四
年
産
の
畠
田
及
び
新
中
長
の
二
品
種
を
用
ひ
て
同
年
貯
磁
試
験
を
開
始
し
、
今

日
迄
三
ヶ
年
貯
蔵
せ
り
。
依
っ
て
昭
和
一
七
年
五
月
に
貯
離
小
安
一を
取
り
出
し
て
貯
離
の
結
果
を
調
官
慨
し
た
り
。
・
本
報
告
に
於
て
之
が
結

同
市
を
述
ぷ
。

二
、
試
料
は
昭
和
一
四
年
産
の
畠
田
及
び
新
中
長
の
二
品
種
な
り
。
そ
の
水
分
合
量
は
畠
聞
は
一

o
u
n、
新
中
長
は
一

0
・
二
%
に
し
て
、

極
め
て
よ
く
乾
燥
せ
ら
れ
た
る
小
委
た
り
。
針
胤
と
し
て
昭
和
一
七
年
産
の
畠
田
及
新
中
長
の
新
小
事
撲
を
試
験
に
供
せ
り
。

日
本
塗
紙
工
業
曾
枇
製
と
日
本
製
袋
工
業
曾
枇
製
と
な
り
。
別
に
封
照
・
と
し
て
二
斗
入
錨
及
び
四
斗
入
俵
袈
を

豆
、
紙
袋
は
二
種
に
じ
て
、

設
け
た
り
。
而
し
て
是
等
を
簡
単
な
る
倉
庫
に
貯
へ
た
り
。



の
効
果
を
認
め
た
り
。
小
萎
の
外
観
も
極
め
て
良
好
に
し
て
、
新
小
委
に
比
し
て
何
等
異
欣
を
認
め
や
。
小
密
実
は
多
少
吸
揖
・
し
た
れ
ど
、
共

回
、
先
づ
紙
袋
貯
蔵
の
結
果
を
述
ぺ
ん
に
、
牧
種
後
約
三
ヶ
年
の
貯
離
な
る
が
、
容
鐙
は
袋
の
外
よ
り
内
へ
侵
入
し
た
る
形
跡
た
く
、
防
轟

程
度
は
極
め
て
僅
少
佐
り
。
容
積
重
、
監
比
重
は
傭
貯
離
の
も
の
に
近
似
の
慣
を
示
し
、
費
芽
カ
も
良
好
に
保
持
せ
ら
れ
、
製
粉
歩
合
、

小
萎
粉
の
色
、
数
量
、
麺
動
性
、
麺
依
性
等
の
諸
性
質
に
於
て
も
、
蟻
貯
離
に
共
V
E
て
組
め
て
良
好
な
り
き
。
殊
に
日
本
塗
紙
工
業
合
枇

製
の
袋
に
於
て
優
秀
な
る
結
果
を
認
め
た
り
。

五
、
鱗
貯
磁
の
結
果
は
小
葬
の
あ
ら
ゆ
る
性
般
に
就
て
最
も
良
好
に
し
て
、
そ
の
貯
蔵
は
他
の
貯
賊
法
よ
り
も
完
全
良
好
な
り
。

六
、
依
接
貯
離
の
小
葬
は
晶
害
に
か
L
り
し
は
勿
論
、
す
ぺ
て
の
性
質
に
於
て
紙
袋
貯
蔵
に
比
し
て
劣
れ
り
。

七
、
鱒
及
紙
袋

I
、
E
に
貯
へ
し
小
委
を
新
小
萎
に
比
す
れ
ば
、
そ
の
麺
檎
性
並
に
観
鈍
性
に
於
て
何
等
食
用
上
の
業
異
を
認
め
や
、
震
め

に
貯
離
は
成
功
せ
り
と
云
ふ
ペ
し
・
而
し
て
舗
に
貯
蔵
す
る
と
み
慢
は
ざ
る
時
は
、
良
質
の
紙
袋
に
貯
蔵
す
る
の
可
な
る
を
認
む
。

八
、
良
質
紙
袋
は
依
、
夙
、
麻
袋
ょ
げ
も
貯
離
の
効
果
大
な
る
と
と
明
か
な
る
も
、
時
間
る
問
題
は
そ
の
生
産
及
び
再
利
用
等
賞
際
上
の
事
項

と
云
ふ
ぺ
し
。

九
、
要
之
、
良
質
の
紙
袋
-一
を
用
ふ
れ
ば
防
盆
は
完
全
た
る
の
み
た
ら
や
、
防
協
に
も
相
官
の
効
果
あ
り
、
矯
め
に
始
め
よ
く
乾
燥
し
た
る
小

奏
b
L

此
紙
袋
に
入
れ
て
貯
ふ
る
時
は
、
少
く
も
三
ヶ
年
は
安
全
に
貯
離
し
得
ぺ
し
・
而
し
て
、
そ
の
水
分
は
温
度
に
開
係
あ
り
て
、
岡
山

臓
の
気
候
に
て
は
水
分
一
二
dm
又
は
そ
れ
以
下
と
な
す
べ
し
・

小
皿
賓
の
防
根
紙
袋
貯
蔵
裁
.
，
第一一一線

五
}
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